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灘讃 ′と　き　5月5日㈲10：00

′ところ

総合運動公園グラウンド

（票誓撃鷲莱ンタ‾）

′プログラム

～10：叫　開会式

日0：10－i

－遊ぼう！－

●おみこしワッショイ！

●町花当てゲーム

1年00－－、一・∴〉

－ちょっと腹ごしらえ！－

●弁当　●バザー

11：00－14：3両

●コーナーレクリエーション

翻14：30二隼些」
脅∴∴L…－

●親子ゲーム

15；00～　閉会式

（2）

精
神
薄
弱
者

適
所
授
産
施
設
と
は

十
五
歳
以
上
の
溝
神
薄
弱
者
で
あ

っ
て
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な

人
を
入
所
さ
せ
て
、
自
活
に
必
要
な

訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
職
業
を
与

え
て
自
活
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
施
設
。

「
働
き
た
い
」
と
い
う
願
い
は
、

ど
ん
な
重
い
障
害
を
も
つ
人
び
と
も

共
通
の
願
い
で
あ
り
、
「
人
と
し
て

の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
」
と

い
う
保
艶
者
た
ち
の
運
動
が
実
り
、

昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
精
神
薄
弱
者

適
所
授
産
施
設
「
み
ど
り
園
」
を
社

会
福
祉
法
人
遠
賀
中
間
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支

援
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
現
在
、
一
二
十

人
の
園
児
が
陶
芸
や
石
け
ん
づ
く
り

毛
糸
の
編
み
物
、
ケ
ー
ス
贈
り
な
ど

の
仕
革
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
開
園
当
時
か
ら
入
園
希

望
者
が
多
く
、
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
増

改
築
の
計
画
を
進
め
て
お
り
、
こ
の

た
び
、
み
ど
り
園
で
働
き
た
い
と
い

う
希
望
者
の
人
数
を
把
捏
す
る
こ
と

ほ
い
だ
し
ま
し
た
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
次
の
三
つ
の
条
件
を
満

た
す
人
が
対
象
と
な
り

ます。

1
、
遠
賀
郡
内
に
住
ん
で
い
る
人

2
、
平
成
3
年
3
月
3
1
日
で
満
場
哉

以
上
の
人

3
、
精
神
薄
弱
者
で
、
日
常
生
活
上

衣
類
の
脱
着
や
食
事
、
排
便
な

ど
が
自
分
で
で
き
る
人

●
連
絡
先
　
役
場
福
祉
係
ま
た
は
穏

話
で
直
接
み
ど
り
園
へ

芦
屋
町
緑
ヶ
丘
4
～
4
2

衝

2

2

3

～

3

3

1

1

●
締
　
切
　
5
月
1
5
日
（
月
）

み

ど

り

五

回

の

馨

ノ
）
か
諺
詔
く
だ
r
き
い



〃〃〃繁欝腰〃〃〃〃
出

自　大　平　石　東　　伊　江　三　宮
石　村III業　　　　態　藤　上　勝

康　恒　末　和　　久　信　一　　豊
子　敏　子　天　　美　義　乳　脂　美

子　　　　　　子

（3）

［
憎
F
憎
粥
謂
誤
配
詳
引
］

●
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
●

日
本
人
の
労
働
時
間
は
、
欧
米
に
比

べ
て
年
間
二
百
時
間
か
ら
五
百
時
間
長

く
、
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ゆ
と
り
あ
る
国
民
生
活
の
実
現
、

先
進
国
と
し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
労
働

時
間
の
水
準
の
確
保
、
内
需
拡
大
な
ど

の
観
点
か
ら
、
週
休
二
日
制
の
普
及
を

中
心
と
す
る
労
働
時
間
の
短
縮
が
、
日

本
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す。

労
働
時
間
短
縮
の

気
運
の
高
ま
り

国
で
は
昭
和
六
十
二
年
に
労
働
基
準

法
を
改
正
し
、
週
四
十
時
間
労
働
制
を

規
定
（
当
面
は
週
四
十
六
時
間
と
さ
れ

て
い
る
）
す
る
な
ど
、
完
全
週
休
二
日

制
の
普
及
な
ど
に
よ
る
労
働
時
間
の
短

縮
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
労
働

時
間
短
縮
へ
の
社
会
的
気
運
を
高
め
ろ

た
め
に
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
、

国
家
公
務
員
に
つ
い
て
四
過
六
体
制

（
四
週
間
に
つ
き
四
回
の
日
曜
日
の
ほ

か
職
貝
が
半
数
ず
つ
交
替
で
二
回
の
土

曜
日
を
休
む
こ
と
）
が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
に
つ
い

て
も
そ
の
導
入
が
す
す
め
ら
れ
、
遠
賀

町
も
昭
和
六
十
三
年
七
月
か
ら
四
週
六

体
制
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

第
二
・
第
四
土
曜
日

の
閉
庁
へ
移
行

さ
ら
に
、
国
家
公
務
員
は
公
務
の
円

滑
な
運
営
を
図
り
つ
つ
週
休
二
日
制
を

推
進
す
る
た
め
、
勤
務
条
件
と
し
て
は

四
週
六
体
制
の
ま
ま
、
毎
月
第
二
お
よ

び
第
四
土
曜
日
の
「
土
曜
閉
庁
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
に

緊

急

事

務

は

閉

庁

で

も

対

応

な
お
、
土
曜
閉
庁
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
て
も
、
婚
姻
届
の
受
理
や
埋
火

葬
許
可
証
の
発
行
な
ど
の
緊
急
を
要
す

る
事
務
は
閉
庁
す
る
土
曜
日
で
も
行
い

ま
す
。今

後
と
も
、
日
ご
ろ
か
ら
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
・
向
上
や
行
政
の
効
率

化
な
ど
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
こ
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
い
て
も
、
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
、

条
例
に
よ
っ
て
毎
月

第
二
お
よ
び
第
四
土

曜
日
の
土
曜
閉
庁
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
、

遠
賀
郡
内
の
各
自
治

体
で
は
、
三
月
議
会

で
第
二
お
よ
び
第
四

土
曜
日
の
閉
庁
に
関

す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
六
月
か
ら
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま

した。

小
中
学
校
教
職
員
の
異
動

●
平
成
元
年
四
月
一
日

職
名
・
氏
名
・
前
任
校
（
転
任
校
）
の
順

島

円

小

学

抜

錨
狸
）
石
崎
－
堤
二
郎

教
諭
　
育
野
　
元
昭

〃
　
田
代
　
正
典

〃
　
野
中
　
寅
知

〃
　
樋
口
　
勝
一
郎

〃
　
河
村
　
ま
み

〃
　
有
吉
　
美
智
子

振
　
出

教
頭
　
早
川
　
光
子

教
諭
　
後
藤
∴
雄
一

〃
　
児
玉
　
晴
子

〃
　
猪
ノ
ロ
　
勇
男

浅

木

小

学

校

転
　
入

教
頭
　
渡
辺
　
恵
那

腰
　
出

教
頭
　
上
野
　
寛
次

教
諭
　
多
良
　
幸
男

〃
　
深
田
　
知
佳
子

島
門
小

西
川
中

植
木
小

吉
田
小

新
規
採
用

新
規
採
用

新
規
採
用

芦
屋
小

小
竹
南
中

退
職

馨
セ
ン
タ
ー

（長期研修）

教
諭
　
高
橋
　
玲
子

（
旧
姓
猿
田
）

栄
袈

職
員

伝
　
出

田
中
　
昌
子

教
諭
　
木
下
　
忠
吉

〃
　
石
田
　
英
喜
子

〃
　
中
川
　
豊
美

栄
養

職
員

井
上
　
由
岐
子

遠

賀

中

学

校

錨
群
）
山
崎
国
友

教
諭
　
寿
崎

山
鹿
小

海
老
津
小

声
昼
中

海
老
津
小

み
ち
子

広

渡

小

学

校

転
　
入

教
諭
　
米
沢
　
富
士
子
　
机
小

〃
　
角
田
　
裕
子
　
　
古
賀
東
小

遠

賀

南

中

学

校

暇
　
人

教
諭
　
橋
本
　
　
浦
　
　
岡
垣
申

転
　
出

教
諭
　
正
地
　
端
恵
　
　
芦
屋
申
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●　●　●

受楊　日

付所持

●　　　●　●

資　　採載

格　　用務

●　　　●　●　●

内　　定対揚

客　　員象斬

フロンガスの使い矧こ

ご注意を．〟

う　い　ン　すだ傾　ア
に　な　ガ　〇十向　ス　フ
し　い　ス　で分に　プ　ロ
だ　ス　便　さ　で　あ　レ　ン

い　プ用　る　な　りI　ガ
も　レ　」　だ　い　ま　は　ス
のi　と　け　の　す　’を
で　を書’がが軍使
す使か「現　ま　々　つo　う　れ　フ　状だ減た

よ　て　口　で　ま　る　へ

（5）

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
遍
∴
麺
　
乙
謹
（
1
～
4
類
）

及
び
丙
種

6
月
2
5
日
（
日
）

北
九
州
大
学

遠
賀
郡
消
防
本
部

4
月
筋
目
～
5
月
1
7
日

・
北
九
州
市
消
防
局

5
月
鳩
目
～
5
月
1
9
日

受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
署
予
防
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

③
受
験
準
備
請
習
会

●
日
　
時
　
6
月
1
5
日
（
木
）

●
場
　
所
　
中
闇
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム

●
受
　
付
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

4
月
獅
日
～
6
月
1
4
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
へ

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

1

蓋
躍

経
　
営
　
指
　
導
　
員

商
工
業
者
相
談
・
指
導

平
成
元
年
6
月
1
日
（
予

定）大
学
卒
、
統
裁
迄
の
遠
賀

町
又
は
近
郊
在
住
者
で
、

最
近
5
年
内
に
2
年
以
上

商
工
鉱
業
の
指
導
又
は
経

営
実
務
に
従
事
し
た
人

●
給
　
与
　
福
岡
県
商
工
会
連
合
会
の

給
与
規
定
に
よ
る

●
勤
務
地
　
遠
賀
町
商
工
会
（
遠
賀
町

大
字
今
古
賀
0
0
～
1
）

●
応
　
募
　
履
歴
書
（
写
真
）
、
卒
業

証
明
書
、
健
康
診
断
書
を

5
月
8
日
購
時
ま
で
遠
賀

町
商
工
会
宛
必
着

●
賦
鹸
自
　
第
一
次
書
類
審
査

5
月
9
日

第
二
次
等
紀
試
験

5
月
1
2
日
（
一
般
常
識
、

簿
記
、
小
論
文
）

第
一
二
次
面
接
試
験

追
っ
て
通
知

●
場
　
所
　
は
か
た
近
代
ビ
ル
5
階

●
お
問
い
合
わ
せ
は
　
遠
賀
町
商
工
会

館

（

2

9

3

）

0

1

6

5

平
成
元
年
度

寿
大
学
受
講
者

●
期
　
間
　
5
月
～
Ⅱ
月

毎
月
第
2
・

第
4
木
曜
日

的
時
～
1
5
時

遠
賀
町
中
央
公
民
館

0
0
議
以
上
の
人

間
人（

過
去
受
講
者
も
可
）

教
委
コ
ー
ス
　
（
全
員
）

・
人
権
学
習
・
健
康
管
理

・
精
神
衛
生
・
福
祉
問
題

・
時
事
問
題
・
家
庭
教
育

な
ど
（
1
0
時
～
1
2
時
）

選
択
コ
ー
ス

・
歌
謡
曲
コ
ー
ス

・
書
道
コ
ー
ス

・
詩
吟
コ
ー
ス

・
ち
ぎ
り
絵
コ
ー
ス

（
1
3
時
～
1
5
時
）

●
締
切
日
　
5
月
1
0
日
（
水
）

●
申
込
先
　
町
中
央
公
民
館
事
務
室

舘

（

2

9

3

）

1

3

5

5

身
体
障
害
者
運
転
免
許

取
得
希
望
者

●
基
　
準

・
免
許
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
で
取
得
が
可
能
と
な
り
、

社
会
活
動
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ

る人。

・
お
お
む
ね
障
害
等
級
4
級
以
上
で

あ
り
、
福
岡
県
に
1
年
以
上
居
住

し
て
い
る
人
。

・
ろ
う
あ
者
に
あ
っ
て
は
、
特
に
積

極
的
な
社
会
参
加
が
期
待
さ
れ
る

人。（
申
込
状
況
に
よ
り
、
高
齢
者
や
自

力
取
得
が
可
能
な
人
は
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
助
成
額

取
得
費
用
の
う
ち
1
0
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

●
締
　
切

5
月
6
日
（
土
）

●
申
込
先

遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
福
祉
事
務
所
へ

禽

（

6

0

1

）

2

1

2

1

ち
ょ
っ
と

奥
様

「
フ
ロ
ン
ガ
ス
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
シ
ュ

だ
残
っ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
す
べ

て
空
気
中
に
放
出
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
、
ガ
ス

の
「
補
充
」
に
と
ど
め
る
よ
う
化
し

ま
し
ょ
う
。

●
ス
プ
レ
ー
●

で
き
れ
ば
フ
ロ
ン

未
使
用
の
物
を

ッ
と
吹
き
出
さ
せ
る
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
ガ
ス
の
こ
と

で
す
。
カ
ー
エ
ア
コ
ン
や
一

般
の
冷
蔵
庫
な
ど
に
も
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
便
利
な

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
使
い
続
け
て

い
く
と
、
上
空
の
大
気
に
含

ま
れ
て
い
る
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
オ
ゾ
ン
層
は
、
太
陽
光

線
に
含
ま
れ
る
人
体
に
有
害
な
紫
外

線
を
吸
収
し
、
地
球
の
環
境
を
守
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

大
切
な
オ
ゾ
ン
層
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
た
し
た
ち

は
、
今
い
っ
た
い
何
を
心
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●
カ
ー
エ
ア
コ
ン
●

交
換
で
な
く
補
充
を

自
動
車
の
カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
は
、

熱
を
除
去
す
る
「
冷
媒
」
と
し
て
、
フ

ロ
ン
ガ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
カ
ー
エ
ア
コ
ン
は
、
一
二
年

か
ら
四
年
で
動
き
が
悪
く
な
っ
て
き

ま
す
が
、
交
換
し
て
し
ま
う
と
、
ま
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児
相
談
は
小
児
ガ
ン
セ
ッ

ト
を
配
付

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

・
3
～
6
カ
月
児

5
月
9
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
m
時
5
0
分

・
1
～
1
2
カ
月
児

5
月
1
6
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

中
央
公
民
館

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

※
5
月
9
日
の
3
～
6
カ
月

ー
ス
ト
レ
ス
と
胃
か
い
よ
う
ー

近
ご
ろ
、
社
会
が
複
雑
に
な
る
に
つ

れ
て
、
胃
漬
湯
に
か
か
る
人
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
胃
潰
瘍
の
薬
が
非
常
に

進
歩
し
た
た
め
、
昔
の
よ
う
に
手
術
や

入
院
の
必
要
が
少
な
く
な
り
、
普
通
の

生
活
を
し
な
が
ら
治
撲
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
う
し
た
薬
を
使
っ
て
も
治

ら
な
い
胃
潰
瘍
も
少
し
あ
り
、
ま
た
、

一
度
治
っ
た
胃
潰
瘍
が
再
発
す
る
ケ
ー

ス
も
し
ば
し
ば
見
う
け
ら
れ
ま
す
か
ら

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
胃
潰
瘍
の
治
療

に
は
、
薬
に
よ
る
治
療
と
と
も
に
食
事

と
安
静
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
こ
の
う
ち
、
安
静
と
い
っ
て
も
、

一
日
中
じ
っ
と
寝
て
い
る
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
「
心
の

安
静
」
と
い
う
意
味
で
、
ス
ト
レ
ス
を

貯
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

胃
潰
瘍
と
い
う
病
気
は
、
そ
の
人
の

体
質
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
潰
瘍

に
な
り
や
す
い
体
質
の
人
が
、
大
き
な

ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
時
、
潰
瘍
が
で
き
る
わ
け

です。で
は
、
ど
う
い
う
人
が
潰
瘍
に
な
り

易
い
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
胃
酸

の
分
泌
の
多
い
人
は
な
り
易
く
、
性
格

的
に
は
、
仕
畢
熱
心
で
ま
じ
め
な
人
、

自
分
の
感
情
を
素
直
に
表
現
で
き
な
い

人
、
頼
ま
れ
る
と
「
い
や
」
と
言
え
な

い
人
な
ど
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

あ
な
た
も
一
度
、
「
心
の
安
静
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分

の
性
格
を
老
え
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け

余
裕
の
あ
る
生
活
を
送
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
暴
飲
暴
食
や
睡
眠
不
足
に
気

を
つ
け
、
ギ
リ
ギ
リ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
　
所

●
対
　
象

●
投
与
方
法

5
月
1
7
日
（
水
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

投
与
　
1
3
時
5
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
倣
カ
月
未

満
児6

週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
投
与

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳

国
体
準
備
室
の
名
称
が
国
体
事
務
局

に
変
わ
り
ま
し
た
。

金

こ
ぞ
ん
じ
で
す
か

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
は
、
負
担
能
力
に

関
係
な
く
、
定
額
の
保
険
料
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
「
収
入
が
少
な
く
て

ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
」
そ
う
い
う
方
の
た
め
に

「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
国
が
定
め

た
一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
収
入
の
方

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
収
入
が
増
え
て
再
び

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ろ
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
将
来
有
利
な
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
免
除
さ
れ
て
い

た
期
間
中
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き

ろ
「
追
納
」
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

ご
相
談
は
、
役
場

国
保
年
金
係
ま
で
ど

う
ぞ
。

館

（

2

9

3

）

1

2

3

4


